計画13-3 霊長類におえけるシトクロムP-450のポリモルフィズムに関する研究(III 共同利用研究 2.研究成果) by 大森, 栄
Title計画13-3 霊長類におえけるシトクロムP-450のポリモルフィズムに関する研究(III 共同利用研究 2.研究成果)
Author(s)大森, 栄



































































































































































池田 章 ･吉井 致 ･松本 真 ･奥坊康士 ･
津田邦義 ｣太田茂男 (川崎医大)
霊長類の動脈系の研究は,ヒトの動脈系を理解
するために重要であり.各種霊長現に見られる原
始的な形態がヒトの破格として観察されることも
よく知られている｡我々は,このような系統発生
学的規点から,立体造形法を中心にして霊長頬各
分放群の動脈系の解析をおこなっている｡今年度
はフクロテナガザル1更別まかの供与を受けて,こ
れまでの槻案に加え,とくに類人猿の上下肢の動
脈系について知見をまとめた｡
フタロテナガザルの上肢では,鎖骨下動脈,厳
店動脈.上腕動脈を経て,尺骨動脈 ･槙骨動脈が
前腕を下行し,手で浅掌動脈弓･深掌動脈弓･近
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